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１ 今年度の取組目標等に関する自己評価 

（１）教育活動への取組と自己評価 

ア 学習指導においては、東京都教育委員会「アクティブ・ラーニング推進校」指定後の取

組として、指導と評価の一体化を目指した段階的到達目標に基づく観点別評価を１学年

各教科で試行した。各教科横断型の学習到達目標を設定し、主体的・対話的でかつ深い

学びの実践から生徒の学ぶ意欲を育成することを目標に、学習指導のＰＤＣＡサイクル

を確立してきた。 

イ 進路指導においては、前年度同様進路情報の積極的発信に心掛け、オープンキャンパ

ス等情報のフロアボード掲示を進めた。３年間を見通した進路指導に取り組み、社会的・

職業的自立支援教育プログラムの活用やＮＰＯ等との連携を含め、あらゆる場面を活用

して、生徒の個性・特性・適性・能力を把握し、その伸長に努め、生徒の多様な進路希望

の実現を重視した指導を行ってきた。 

ウ 生活指導においては、段階的指導を継続し、社会人として身に付けさせる規律、規範

の目標について取組を推進し、遅刻防止週間などにより指導している。 

人権教育を基軸とした生活指導を推進し、特に新型コロナウィルス感染症に関するい

じめ問題を考えるため、「保健」の授業において研究授業を開催した。 

-エ 特別活動・部活動においては、新型コロナウィルス感染症予防の観点から活動時間の

大幅な制限を行わざるを得ず、部活動の縮減、体育祭、文化祭を中止した。これらに代わ

る取組として、リモート祭等を計画・実施した。 

エンカレッジスクール指定後の教育活動の取組が評価され、地域の清掃活動に対する

「東京都教育委員会児童・生徒表彰」の団体表彰や、部活動の実績が認められ「大田区青

少年表彰」の個人表彰を３年連続で受賞するなど、生徒の自信や社会性の向上に大きく

寄与した。 

オ 健康づくりにおいては、特別支援教育の理解に努め、共感的理解と受容的態度を基本

とした生徒理解の充実を目指し、情報交換会や校内研修を定期的に開催してきた。特に

障害への理解を深め、支援が必要な生徒に対して教育支援委員会を中心に組織的な対応

を図ってきた。 

カ 募集・広報活動においては、ホームページの更新頻度を高め情報発信に努めた。また、

学校見学会や学校説明会の中学生及び保護者からの申込みにあたっては、「電子申請連携

システム」に移行し、２４時間体制での受付を可能にした。 

（２）重点目標への取組と自己評価 

コロナ禍における教育活動を展開するにあたり、「新しい日常」への対応、時差登

校、分散登校、授業時間短縮等を乗り越えながら、日々組織的な学校運営に努めてき

た。エンカレッジスクールとして蓄積を踏まえて、本校の特色を明確にする取り組みと

して、①一学年一部時間帯の30分授業、習熟度別授業、少人数授業等により、基礎・基

本を定着させる。②学習内容や指導法を研究し、わかる授業を目指し、達成感･成就感

を生徒に持たせる。③生活指導での「段階指導」に学校全体で取り組み、ルールを守る

態度を育て、社会性と規範意識を育む。④体験学習・宿泊体験研修を充実させ、関係自

治体・ＮＰＯ法人・市民講師との連携を深め特色ある教育活動を堅持する。⑤外部機関

との連携を深めながら学校教育相談体制を充実し、特別支援教育への理解を深めること

で生徒の特性に適切かつ組織的に対応する。⑥地域活動に積極的に参加し、地域に生徒

が貢献する学校づくりを目指す。⑦体験学習等を通して職業観や勤労観を育て、地域社



会の一員であることの意識を高める。⑧学習活動、体験学習、部活動等の様々な機会を

通して、各種検定資格の取得を推進する。⑨学校行事、ホームルーム活動、委員会活

動、部活動等に積極的に取り組ませ、コミュニケーション能力を高めるとともに生徒に

自信を持たせる。⑩心と体の健康づくりを推進することにより健全育成を図る取組を継

続してきた。 

学校評価による評価結果は次のとおりである。 

ア 学習指導  

・「授業の分かりやすさ」に対する肯定的意見 改善 

     学校評価における肯定的評価平均値94.3％（87.0％） 
【生徒90.0％（78.93％）・保護者94.9％（88.0％）・教職員97.9％（94.0％）】 

・「きめ細かく手厚い学習指導」に対する肯定的意見 改善 

学校評価における肯定的評価平均値81.4％（88.4％） 

【生徒86.0％（76.3％）・保護者85.6％（79.9％）・教職員93.6％（88.0％）】 

・「授業規律と学習環境」に対する肯定的意見 改善 

学校評価における肯定的評価平均値84.3％（66.4％） 

【生徒78.3％（60.7％）・保護者85.2％（72.4％）・教職員89.4％（66.0％）】 

イ 進路指導  

・「情報提供や進路ガイダンス等の充実」に対する肯定的意見 改善 

学校評価における肯定的評価平均値81.3％（80.6％） 

【生徒81.3％（70.6％）・保護者75.4％（73.2％）・教職員87.2％（98.0％）】   

・「生徒の個性・適性に応じた進路指導」に対する肯定的意見 改善 

学校評価における肯定的評価平均値83.8％（83.4％） 

【生徒80.8％（71.2％）・保護者77.1％（81.1％）・教職員93.6％（98.0％）】 

・「進路未決定率を減らす取り組み」に対する肯定的意見 改善 

学校評価における肯定的評価平均値82.0％（79.2％） 

【生徒75.8％（70.0％）・保護者76.7％（73.6％）・教職員93.6％（94.0％）】 

ウ 生活指導・特別活動・部活動  

・「段階指導取り組み」に対する肯定的意見 改善 

学校評価における肯定的評価平均値85.2％（78.8％） 

【生徒74.3％（68.8％）・保護者87.7％（75.7％）・教職員93.6％（92.0％）】  

・「学校生活」に対する肯定的意見  

学校評価における肯定的評価平均値77.2％（77.2％） 

【生徒73.7％（67.2％）・保護者83.5％（80.5％）・教職員74.5％（84.0％）】 

エ 美化・健康づくり  

・「美化・清掃等による学習環境整備」に対する肯定的意見 課題 

学校評価における肯定的評価平均値85.1％（71.3％）   
【生徒79.5％（62.0％）・保護者90.7％（83.9％）・教職員85.1％（68.0％）】 

・「面談週間の設定、１学年人担任制、養護教諭の二人体制など、心のケア」に対する

肯定的意見 改善 

学校評価における肯定的評価平均値87.3％（79.6％） 

【生徒81.1％（70.2％）・保護者89.4％（78.5％）・教職員91.5％（90.0％）】 

オ 入試・募集・広報活動・学校生活に対する満足感  

・入学者選抜応募倍率（推薦） 課題 

【男子1.67倍（2.33倍）・女子1.91倍（1.77倍）】 

  ・入学者選抜応募倍率（分割前期） 課題 

【男子0.87倍（1.69倍）・女子0.79倍（0.69倍）】 

  ・入学者選抜応募倍率（分割後期） 課題 

【0.22倍（0.83倍）】  



・東京都中学校校長会進学対策委員会の志望倍率 課題 

【男子0.96倍（1.38倍）・女子0.88倍（0.75倍）】 

・進路決定率 改善 

【98.0％（95.3％）】 

 ※数値の（ ）は前年度実績である。 

 

２ 翌年度以降の課題と改善策 

（１）学習指導 

 平成２９年度より全学年において「朝学習」（学校設定教科・科目「社会教養」）を設定

し、基本的な生活習慣の確立、学び直しの機会による基礎学力の向上を目指して指導を続

けている。今後生徒の学力や進路希望など、生徒個々の実情を見極め、実態に即した教材

の選定が求められる。大学入試制度改革、厳しさを増す就職選考に対応すべき、基礎教養、

社会教養に重点を置き、令和４年度新教育課程導入に向けて、研究開発を進めていく。ま

た、指導と評価の一体化を目指した段階的到達目標に基づく観点別評価を段階的に拡大し

ていくことにより、生徒の自発的な学びに結び付ける必要がある。 

（２）進路指導 

 進路決定率は 99.2％であった。内訳は、四年制大学 17.2％、短期大学 2.3％、専門学校

36.7％、その他進学 7.8％、就職 20.3％、進学等準備 14.1%、未決定 1.6％であった。本年

度は新たな進路先として職業能力開発センターとの連携を図り、職業観の育成に機能する

ことができている。進路実現に向けて自らの進路選択に導く指導を、２学年後期より段階

的かつ計画的に進めていく。四年制大学は、入学定員の厳格化がなされ中堅校の志願者が

軒並み上昇し、今後も厳しい状況が予想される。基礎学力はともとより、コミュニケーシ

ョン能力、思考力、判断力、表現力等の意図的・計画的な育成に努めていく。 

（３）生活指導・学校生活  

 ア 学校行事 

  新型コロナウィルス感染症の影響により、遠足、体育祭、文化祭、宿泊体験研修は全て

中止（一部延期）した。文化祭に代わる企画としてリモート祭を新たに企画し、舞台ステ

ージの演技をオンライン配信するなど、「新しい日常」による教育活動を実施した。２学年

の「民泊宿泊体験研修」は「宿泊体験研修（修学旅行に準ずるもの）」と位置付け、訪問先

を変更するなど、今後も実りある内容の改善に努めていく。 

 イ 部活動 

  運動系部活動 15 部、文化系部活動８部、同好会３部を設置している。部活動加入と活動

状況は非常に低迷している。「美術部」は全国大会への出展や展覧会での実績を踏まえ、「文

化スポーツ等特別推薦」を設置した。幅広く広報することで、技能に優れた生徒の入学を

期待したい。今後も指導力のある教員の配置に向けて、都教育委員会との折衝を進めてい

く。 

（４）組織体制 

  人材育成上平成３０年度以降主幹教諭の自校育成に重きを置き、学校経営課題に対する

指揮系統を明確にしつつ、迅速かつ組織的な対応を図る足掛かりが構築された。なお、教

員の働き方改革の視点を踏まえ、校内組織体制と業務の見直しには引き続き優先課題とし

て取り組んでいく。 


